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坂本達哉 （慶應義塾大学）

　紹介者：只腰親和(中央大学)
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・ フィロソフィーの展開について考える

・ フィロソフィ

・ フィロソフィーという名称が

・ フィロソフィーと呼ばれてきた学問領域が、 この知的潮流のなかでどのような
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the English School of International Relations Theory

International Political Economy

American School of IPE

British School of IPE

BS of IPE ES of IRT

IRT IPE

2010
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以上の三つの論点をヒュームの主要テクストに即して検証し、 「二つの英国学派」に共通する理論的基礎として

のヒューム哲学の有効性と限界性および展望を議論する。
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吉岡悠平 （東京大学・院）
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second-

order theory

coherentism

foundationalism

reliabilism
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具体的には、 ヒックの信頼性主義は、 『信仰と知識』 （ １ ９ ６ ７ ） における存在論や形而上学についての議

論、 そして 『宗教についての一つの解釈』 （ １ ９ ８ ９ ） における実在論やコスモロジーについての議論にあらわ

れている。 それらの議論に共通しているのは、 ヒックはウィトゲンシュタインの言語論を受け入れた上で、 言語

論によって保障される多様な立場を全体的な立場から統一する観点を提出しているという点である。 全体的な

立場は、 『信仰と知識』 においては、存在論、 形而上学といった概念で、 『宗教についての一つの解釈』 に

おいては、 実在論、コスモロジーといった概念で説明されている。 どちらの場合も、 ヒックは、 言語的なレベル

と実在的なレベルを、 互いに矛盾するが、それにもかかわらず矛盾を自己解決し続ける全体性として説明して

いる。そのような言語と実在のあいだの矛盾する二面性は、 基礎付け主義では説明が出来ず、 信頼性主義と

して解釈しなければならない。
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(Andrew Carnegie, 1835-1919)
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S. Eisenstadt, Carnegie’s Model Republic: Triumphant Democracy and the British-American Relationship (Albany: State 

University of New York Press, 2007).
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つの肝臓等をもち、これらの諸部分が互いに一定の仕方で配列されていること」 になる。しかし善については、この

ィ ッ クの直観主義と同じ立場に立つことを意味するものではない。なおその後、H.A. プリチャードや W.D. ロス

が、直観、 直観主義に関する新たな理論を展開した。

観
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